
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド
和 歌 山 県 ／ 岡 山 県 ／ 広 島 県 ／ 山 口 県 ／ 徳 島 県 ／ 香 川 県 ／ 愛 媛 県

高 知 県 ／ 佐 賀 県 ／ 熊 本 県 ／ 大 分 県 ／ 鹿 児 島 県 ／ 沖 縄 県

※ 掲 載 さ れ て い る 情 報 は 2 0 2 6 年 2 月 1 0 日 現 在 の も の で す 。

　 各 ユ ー ス ホ ス テ ル の 最 新 情 報 は 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 H P を ご 確 認 く だ さ い 。

有 田 オ レ ン ジ ユ ー ス ホ ス テ ル

み か ん と 海 に 時 を 忘 れ て …

白 壁 の 街 を イ メ ー ジ し て 設 計 さ れ た デ

ザ イ ナ ー ズ ホ ス テ ル 。 倉 敷 の 中 心 部 に

近 い 向 山 公 園 の 高 台 に あ り 夜 景 も き れ

い 。 公 園 内 の 散 策 は も ち ろ ん 、 美 観 地

区 や 大 原 美 術 館 へ も 歩 い て 行 け ま す 。

夜 間 は お 電 話 い た だ け れ ば 車 で お 迎 え

に 行 き ま す （ 無 料 ） 。 合 宿 研 修 に も 最 適 。

倉 敷 ユ ー ス ホ ス テ ル

美 術 館 と 白 壁 の 街 ・ 倉 敷 へ よ う こ そ

季 節 の 花 ・ 小 鳥 の さ え ず り ・ 秋 の 紅 葉 ・

冬 の 雪 景 色 な ど 、 四 季 折 々 に 移 り 変 わ

る 自 然 の 森 に 囲 ま れ た Y H 。 お 風 呂 は 温

泉 で す 。 か つ て は 幕 府 の 天 領 で 、 山 陰

山 陽 を 結 ぶ 宿 場 町 と し て 栄 え た 旧 上 下

町 。 天 領 白 壁 祭 や 四 季 の 里 （ 公 園 ） の あ

や め 祭 、 か か し 祭 な ど で 賑 わ い ま す 。

自 然 の 森  M ． G ． ユ ー ス ホ ス テ ル

今 も 昔 も 変 わ ら な い も の が 、 こ こ に は あ る ！

広 島 駅 か ら J R 山 陽 本 線 で 4 0 分 弱 の 「 西

条 駅 」 か ら 徒 歩  1 分 の 便 利 な Y H で す 。

7 つ の 酒 蔵 が 立 ち 並 ぶ 酒 蔵 通 り も す ぐ

そ こ 。 T S 点 検 保 険 付 の レ ン タ サ イ ク ル

も あ り ま す 。 畳 敷 き の 自 炊 キ ッ チ ン 兼

談 話 室 で 交 流 を ど う ぞ 。 門 限 を 過 ぎ て

も 、 テ ン キ ー で 入 館 可 能 で す 。

広 島 西 条 駅 前 ユ ー ス ホ ス テ ル

酒 都 ・ 西 条 に あ る 自 宅 開 放 型 の ア ッ ト ホ ー ム な 宿

【 休 館 が 多 く な っ て い ま す の で 、 お 出 か

け 前 に 電 話 で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 】

萩 城 跡 は Y H の 目 の 前 。 武 家 屋 敷 や 維 新

志 士 の 旧 跡 を 徒 歩 で 巡 る こ と が で き ま

す 。 周 辺 に は 萩 焼 の 窯 元 が 多 く 、 海 へ

も 徒 歩 5 分 。 毛 利 氏 の 城 下 町 ・ 萩 の 歴 史 ・

自 然 ・ 文 化 を 満 喫 し て く だ さ い 。

萩 ユ ー ス ホ ス テ ル

歴 史 と ロ マ ン を 秘 め た 静 か な 城 下 町

宇 部 と き わ 湖 畔 ユ ー ス ホ ス テ ル

常 盤 公 園 の 森 の 中 。 研 修 に 最 適

海 ま で 徒 歩 1 分 。 松 林 を 抜 け た 静 か な

環 境 に あ り 、 テ レ ビ ド ラ マ の ロ ケ 地 に

も な り ま し た 。 阿 波 お ど り 参 加 、 鳴 門

の う ず 潮 見 物 、 藍 染 め 体 験 な ど 徳 島 体

験 の 拠 点 で す 。 周 辺 に は テ ニ ス コ ー ト 、

ア ス レ チ ッ ク な ど の 施 設 も あ り 、 海 で

は シ ー カ ヤ ッ ク 、 釣 り な ど 楽 し め ま す 。

徳 島 ユ ー ス ホ ス テ ル

も う 一 度 子 ど も に 戻 れ る 場 所 、 あ り の ま ま の 自 分 で い ら れ る 場 所

全 室 か ら 関 門 海 峡 を 一 望 で き る 眺 望 が

一 番 人 気 ！ 「 海 峡 バ ー ベ キ ュ ー 」 や 冬 に

は ふ ぐ の 特 別 料 理 が あ り ま す （ 夏 期 は ふ

ぐ 定 食 を ご 提 供 ） 。 個 人 か ら グ ル ー プ ・

団 体 ま で 利 用 し や す い 広 い 駐 車 場 は 大

型 バ ス も 駐 車 可 能 。 研 修 室 も あ り 、 備

品 類 も 充 実 し て い ま す 。 　

下 関 市 火 の 山 ユ ー ス ホ ス テ ル 海 峡 の 風

そ の 日 だ け の 絶 景 が 生 ま れ る 宿

周 辺 は 県 立 自 然 公 園 で 、 眼 下 に 池 田 町

内 や 吉 野 川 を 一 望 で き る 風 光 明 媚 な 山

里 で す 。 剣 山 登 山 、 大 歩 危 峡 で の ラ フ

テ ィ ン グ の ほ か 、 参 詣 で 賑 わ う 箸 蔵 寺 ・

雲 辺 寺 に も 近 く 、 金 毘 羅 宮 も 車 で 3 0 分 。

8 月 中 旬 は 、 阿 波 お ど り で 町 は 大 賑 わ

い 。 皆 さ ま も 飛 び 入 り で 踊 れ ま す 。

阿 波 池 田 ユ ー ス ホ ス テ ル

蜜 厳 寺 境 内 に あ る 「 大 歩 危 峡 ・ 祖 谷 渓 谷 」 秘 境 巡 り の 基 地 で す

〒 6 4 3- 0 0 0 5 和 歌 山 県 有 田 郡 湯 浅 町 栖 原 8 0 9

☎ 0 7 3 7- 6 2- 4 5 3 6

〒 7 2 9- 3 4 2 3 広 島 県 府 中 市 上 下 町 矢 野 4 0 7- 1

☎ 0 8 4 7- 6 2- 3 2 4 4

〒 7 3 9- 0 0 1 6 広 島 県 東 広 島 市 西 条 岡 町 3- 3

☎ 0 8 2- 4 9 5- 5 3 0 6

〒 7 5 8- 0 0 5 7 山 口 県 萩 市 堀 内 1 0 9- 2 2 （ 萩 城 入 口 ）

☎ 0 8 3 8- 2 2- 0 7 3 3

〒 7 1 0- 0 0 4 4 岡 山 県 倉 敷 市 向 山 1 5 3 7- 1

☎ 0 8 6- 4 2 2- 7 3 5 5

〒 7 5 5- 0 0 9 6 山 口 県 宇 部 市 開 3- 6- 1

☎ 0 8 3 6- 2 1- 3 6 1 3

〒 7 5 1- 0 8 1 3 山 口 県 下 関 市 み も す そ 川 町 7- 1

☎ 0 8 3- 2 2 2- 3 7 5 3

〒 7 7 0- 8 0 1 2 徳 島 県 徳 島 市 大 原 町 浜 7- 1

☎ 0 8 8- 6 6 3- 1 5 0 5

〒 7 7 8- 0 0 4 0 徳 島 県 三 好 市 池 田 町 字 西 山 佐 古 3 7 9 8

☎ 0 9 0- 2 7 8 4- 2 8 5 1

海 水 浴 、 釣 り 、 マ リ ン ス ポ ー ツ 、 み か

ん 狩 り 。 Y H は 県 立 自 然 公 園 内 に あ り 、

伝 建 地 区 に て 街 歩 き な ど も 楽 し め ま す 。

Y H の 果 樹 園 で 採 れ た 三 宝 柑 を 使 っ た

ジ ャ ム 作 り な ど の イ ベ ン ト も 。 新 大 阪

駅 か ら 特 急 で  1 時 間 4 0 分 、 空 気 の キ レ

イ な 田 舎 の ア ッ ト ホ ー ム な 宿 で す 。

【 当 分 の 間 、 日 帰 り 会 議 室 利 用 の み 受 け

入 れ 】 と き わ 湖 を 見 下 ろ す 、 森 に 囲 ま れ

た Y H 。 工 業 都 市 ・ 宇 部 の 市 街 地 に あ り

な が ら 野 鳥 の 声 し か 聞 こ え な い 静 か な

環 境 で 、 研 修 に 最 適 で す 。 周 辺 は 運 動

公 園 で 、 Y H の 隣 に も 土 の グ ラ ウ ン ド が

あ り 、 ス ポ ー ツ 練 習 が で き ま す 。
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海 ま で 徒 歩 1 分 。 リ ー ズ ナ ブ ル な 料 金

で 「 島 ス テ イ 」 が 楽 し め る 宿 ・ ゲ ス ト ハ

ウ ス で す 。 ド ミ ト リ ー タ イ プ の お 部 屋

は も ち ろ ん 、 フ ァ ミ リ ー 向 け の 和 室 も

あ り 。 周 辺 施 設 を 利 用 し た 運 動 ・ 音 楽 ・

研 修 合 宿 に も お ス ス メ で す 。 海 を 見 な

が ら の バ ー ベ キ ュ ー も で き ま す 。

小 豆 島 オ リ ー ブ ユ ー ス ホ ス テ ル

し ま ス テ イ の 宿 、 ゲ ス ト ハ ウ ス

【 休 館 が 多 く な っ て い ま す の で 、 お 出 か

け 前 に 電 話 で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 】

四 国 の 真 ん 中 、 瀬 戸 内 海 を 見 下 ろ す 高

台 に 位 置 す る お 寺 の Y H で 、 宝 物 殿 に は

伊 達 政 宗 公 の 書 簡 を 展 示 。 座 禅 や 茶 席

も 体 験 で き 、 サ ク ラ 、 ツ ツ ジ 、 ア ジ サ イ 、

モ ミ ジ と 四 季 折 々 の 花 が 楽 し め ま す 。

ユ ー ス ホ ス テ ル 新 長 谷 寺

山 の 中 腹 に あ り 、 自 然 い っ ぱ い 、 夜 景 が キ レ イ で す

道 後 温 泉 か ら 徒 歩 1 0 分 。 緑 豊 か な 高 台

に 位 置 し 、 駐 車 場 も あ り ま す 。 マ ネ ー

ジ ャ ー に よ る 占 い や 、 う つ し み ア ー ト

（ そ れ ぞ れ 有 料 ） な ど 、 ち ょ っ と 不 思 議

な 体 験 メ ニ ュ ー を ご 用 意 し て お 待 ち し

て い ま す 。 個 人 部 屋 、 家 族 部 屋 も そ ろ

え て い ま す の で 、 お 気 軽 に 泊 ま れ ま す 。

松 山 （ 神 泉 園 ） ユ ー ス ホ ス テ ル

心 も 体 も リ フ レ ッ シ ュ ！

高 知 ユ ー ス ホ ス テ ル

日 本 酒 を テ ー マ に し た 、 木 の 香 漂 う 安 ら ぎ の 宿

武 雄 は 福 岡 ・ 長 崎 か ら 車 で お よ そ 1 時

間 。 新 幹 線 が 発 着 す る J R 武 雄 温 泉 駅 か

ら 車 で 1 0 分 足 ら ず の 、 森 に 囲 ま れ た 静

か な 場 所 に Y H は あ り ま す 。 お 風 呂 は 温

泉 で 「 美 人 の 湯 」 と い わ れ 、 朝 風 呂 も 気

持 ち の 良 い も の 。 ス ポ ー ツ や 音 楽 な ど

の 合 宿 や 企 業 研 修 に も 最 適 で す 。

武 雄 温 泉 ユ ー ス ホ ス テ ル

お 風 呂 は 温 泉 ！ 森 林 浴 ！ 西 九 州 観 光 の 中 心 ！

阿 蘇 く じ ゅ う 高 原 ユ ー ス ホ ス テ ル

9 5 0 m の 高 原 に あ り 、 久 住 山 、 祖 母 山 、 阿 蘇 山 登 山 な ど に 最 適

ユ ー ス ホ ス テ ル 村 田 家 旅 館

南 阿 蘇 の 野 の 花 と 風 薫 る 郷 「 高 森 」 へ

ユ ー ス ピ ア 熊 本 ユ ー ス ホ ス テ ル

清 閑 な た た ず ま い の 中 で ゆ っ く り お 過 ご し く だ さ い

別 府 湯 け む り の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

湯 遍 路 に 出 か け よ う

湯 布 院 カ ン ト リ ー ロ ー ド ユ ー ス ホ ス テ ル

源 泉 掛 け 流 し の 温 泉 と 木 の 温 も り の あ る 宿 で す

〒 8 6 2- 0 9 5 0 熊 本 県 熊 本 市 中 央 区 水 前 寺 3- 1 7- 1 5

☎ 0 9 6- 3 8 1- 6 2 2 1

〒 8 6 9- 2 4 0 0 熊 本 県 阿 蘇 郡 南 小 国 町 瀬 の 本 6 3 3 2

☎ 0 9 6 7- 4 4- 0 1 5 7

〒 8 6 9- 1 6 0 2 熊 本 県 阿 蘇 郡 高 森 町 高 森 1 6 7 2

☎ 0 9 6 7- 6 2- 0 0 6 6

〒 7 9 0- 0 8 5 8 愛 媛 県 松 山 市 道 後 姫 塚 乙 2 2- 3

☎ 0 8 9- 9 3 3- 6 3 6 6

〒 7 6 1- 4 4 3 4 香 川 県 小 豆 郡 小 豆 島 町 西 村 甲 1 0 7 2

☎ 0 8 7 9- 8 2- 6 1 6 1

〒 7 8 0- 0 9 6 7 高 知 県 高 知 市 福 井 東 町 4- 5

☎ 0 8 8- 8 2 3- 0 8 5 8

〒 7 9 9- 0 4 3 1 愛 媛 県 四 国 中 央 市 寒 川 町 3 2 1 4

☎ 0 8 9 6- 2 5- 0 2 0 2

〒 8 4 3- 0 0 2 1 佐 賀 県 武 雄 市 武 雄 町 永 島 1 6 0 6 0- 1

☎ 0 9 5 4- 2 2- 2 4 9 0

〒 8 7 9- 5 1 0 2 大 分 県 由 布 市 湯 布 院 町 川 上 4 4 1- 2 9

☎ 0 9 7 7- 8 4- 3 7 3 4

〒 8 7 4- 0 0 4 5 大 分 県 別 府 市 御 幸 7 組

☎ 0 9 7 7- 7 7- 1 7 9 2

湧 出 量 ・ 源 泉 数 と も に 世 界 屈 指 の 温 泉

地 ・ 別 府 。 「 別 府 八 湯 」 の ひ と つ 「 鉄 輪 温

泉 」 に あ る 小 さ な Y H で す 。 バ ス タ ー ミ

ナ ル や 港 か ら の ア ク セ ス も よ く 「 地 獄 め

ぐ り 」 も 徒 歩 で O K 。 周 囲 に は さ ま ざ ま

な 泉 質 ・ 形 態 の 温 泉 が 2 0 カ 所 以 上 。 の

ん び り 温 泉 巡 り が で き ま す 。

桃 山 式 回 遊 庭 園 の 水 前 寺 公 園 は 徒 歩 圏

内 。 熊 本 城 へ は バ ス で 1 0 分 、 剣 豪 ・ 宮

本 武 蔵 な ど 豊 富 な 史 跡 巡 り も 楽 し め ま

す 。 九 州 の 中 央 に 位 置 し 、 阿 蘇 や 天 草

な ど 県 内 各 地 、 大 分 ・ 宮 崎 ・ 鹿 児 島 へ の

中 継 点 と し て 最 適 で す 。 お 手 軽 な 料 金

で 、 ど な た で も ご 利 用 い た だ け ま す 。

人 気 の 観 光 地 ・ 湯 布 院 の 街 中 の 喧 騒 か

ら 離 れ た 山 中 に 建 つ 静 か な Y H 。 夜 は 温

泉 街 の 夜 景 と 星 空 を 眺 め 、 朝 は 鳥 の 声

で 目 覚 め 由 布 岳 を 見 上 げ る 贅 沢 。 も ち

ろ ん 温 泉 は い つ で も 自 由 に 入 れ ま す 。

世 界 各 国 か ら の 旅 人 が 集 う Y H で 、 毎 晩

何 か の イ ベ ン ト も や っ て い ま す よ ！

高 森 は 南 阿 蘇 の 中 心 の 町 。 近 く に は 有

名 な 湧 水 や 伏 流 水 が 多 く あ り 、 民 営 の

温 泉 が あ り ま す 。 夏 は ト ロ ッ コ 列 車 で

爽 や か な そ よ 風 を 感 じ て み ま せ ん か 。

涼 し い 夏 は ス ポ ー ツ 、 文 化 系 の 合 宿 に

最 適 。 屋 根 付 き の 駐 輪 場 も 完 備 し て い

る の で 、 ツ ー リ ン グ の 基 地 に ど う ぞ 。
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奄 美 大 島 の 南 「 加 計 呂 麻 ブ ル ー 」 の 海 が

き れ い な 島 に あ る 日 本 一 小 さ な Y H 。 家

族 や グ ル ー プ で 来 れ ば 、 た ち ま ち 貸 切

に な り ま す 。 静 か な 内 海 、 緑 の 山 々 、

鳥 の 声  。  の ん び り 田  舎  暮 ら し に い ら し て

く だ さ い 。 青 少 年 の た め の 一 週 間 の 学

習 支 援 プ ロ グ ラ ム も や っ て い ま す 。

加 計 呂 麻 ユ ー ス ホ ス テ ル

晴 れ た 日 は 青 い 海 、 夜 は 美 し い 星 空 が 広 が り ま す

本 土  最 南  端 の 大  隅  半 島 は 美 し く 豊  か な 自

然 の 宝 庫 。 佐 多 岬 、 雄 川 の 滝 、 か の や

ば ら 園 に 内 之  浦 宇 宙 空 間  観  測  所 と 見  所

い っ ぱ い で 、 錦 江 湾 越 し に 桜 島 や 開 聞

岳 を 望 む 海 岸 線 が 続 き 、 夕 日 が と て も き

れ い 。 南 国 ム ー ド あ ふ れ る 自 然 の 中 で 、

ゆ っ く り 田 舎 時 間 を お 楽 し み く だ さ い 。

錦 江 湾 サ ウ ス ロ ー ド ユ ー ス ホ ス テ ル

ほ っ と 、 ひ と 息 。 本 土 最 南 端 に 近 い 宿

ユ ー ス ホ ス テ ル  Ki k ai

空 港 か ら も 近 く 、 の ど か で き れ い な ビ ー チ も す ぐ 近 く に あ り ま す

指 宿 は 天 然 砂 む し 温 泉 の 体 験 、 開 聞 岳

登 山 、 九 州 一 の 池 田 湖 、 薩 摩 半 島 最 南

端 の 長 崎 鼻 な ど 見 所 い っ ぱ い の 観 光 保

養 地 。 温 泉 で 汗 を 流 す も よ し 、 海 辺 で

の ん び り 過 ご す も よ し 。 Y H の お 風 呂 は

温 泉 で 、 全 室 ト イ レ 付 き 。 お い し い 食

事 と 焼 酎 の 品 ぞ ろ え が 自 慢 で す 。

湯 の 里 ユ ー ス ホ ス テ ル

Y H も 温 泉 、 付 近 に も 温 泉 あ り 。 グ ル ー プ 、 家 族 、 一 人 部 屋 O K

Y H は 空 港 か ら 車 で 1 0 分 、 那 覇 中 心 部

の 奥 武 山 公 園 に 隣 接 し 、 モ ノ レ ー ル の

駅 も 至 近 で す 。 修 学 旅 行 や 部 活 動 な ど

年 間 2 0 0 以 上 の 学 校 団 体 に ご 利 用 い た

だ い て い て 、 団 体 は バ ス に よ る 空 港 送

迎 や 会 場 送 迎 も 可 。 夜 景 を 見 な が ら の

屋 上 バ ー ベ キ ュ ー も で き ま す 。

エ ナ ジ ッ ク 沖 縄 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル

高 い リ ピ ー ト 率 ！ 食 事 送 迎 あ ら ゆ る 面 で 合 宿 ・ 研 修 を サ ポ ー ト!!

石 垣 島 か ら 船 で 1 5 分 、 竹 富 島 で 一 番 の

老 舗 の 宿 で す 。 島 全 体 が 西 表 国 立 公 園 、

集 落 は 赤 瓦 屋 根 の 古 民 家 が 立 ち 並 ぶ 町

並 み 保 存 地 区 に な っ て い ま す 。 観 光 客

で 賑 わ う 昼 間 と 異 な り 、 夜 は 静 か で 月

明 か り が 白 砂 の 道 を 照 ら し 幻 想 的 。 島

の ス ロ ー ラ イ フ を 味 わ っ て く だ さ い 。

ユ ー ス ホ ス テ ル 高 那 旅 館

シ ー サ ー と 赤 瓦 屋 根 。 竹 富 島 に 今 も 残 る 沖 縄 ら し さ

慶 良 間 諸 島 な ど 離 島 航 路 の 拠 点 ・ 泊 港

の す ぐ 近 く 。 周 辺 に は 崇 元 寺 石 門 や ペ

ル リ 提 督 上 陸 記 念 碑 な ど 史 跡 が 豊 富 で

す 。 那 覇 を 代 表 す る 一 大 繁 華 街 の 国 際

通 り へ は 歩 い て 1 0 分 ほ ど 。 Y H 1 階 に は

沖 縄 出 身 の 西 洋 画 家 ・ 大 浜 佳 津 子 の 作

品 を 展 示 す る ギ ャ ラ リ ー が あ り ま す 。

シ  テ ィ フ ロ ン ト 春  海  ユ ー ス  ホ  ス テ ル

那 覇 の 中 心 で 交 通 至 便 、 南 西 の 島 々 へ の 基 点 で す

自 然 の 宝 庫 ・ 西 表 島 。 1 月 か ら 2 月 上 旬

は 桜 の 花 見 、 3 月 は デ イ ゴ の 花 、 4 月 か

ら 1 0 月 は シ ュ ノ ー ケ リ ン グ 、 カ ヌ ー 、

滝 の 見 物 、 サ イ ク リ ン グ 、 星 空 観 察 な

ど の ア ウ ト ド ア 。 1 1 月 か ら 1 月 は オ オ

シ マ マ ド ボ タ ル 、 3 月 か ら 4 月 下 旬 は ヤ

エ ヤ マ ボ タ ル が 飛 び ま す 。

い る も て 荘 ユ ー ス ホ ス テ ル

一 人 旅 で も 安 心 し て 泊 れ 、 の ん び り 過 せ る 宿 。 フ ァ ミ リ ー タ イ プ も あ り

〒 8 9 1- 0 4 0 1 鹿 児 島 県 指 宿 市 大 牟 礼 2- 3 8- 2 0

☎ 0 9 9 3- 2 2- 5 6 8 0

〒 8 9 3- 2 5 0 2 鹿 児 島 県 肝 属 郡 南 大 隅 町 根 占 川 南 7 1 8- 2

☎ 0 9 9 4- 2 4- 5 6 3 2

〒 8 9 4- 2 4 0 1 鹿 児 島 県 大 島 郡 瀬 戸 内 町 瀬 武 1 9 6

☎ 0 9 0- 6 2 4 1- 1 2 1 4

〒 8 9 1- 6 2 0 2 鹿 児 島 県 大 島 郡 喜 界 町 湾 5 0 0- 8

☎ 0 9 9 7- 6 9- 3 8 3 9

〒 9 0 0- 0 0 2 6 沖 縄 県 那 覇 市 奥 武 山 5 1

☎ 0 9 8- 8 5 7- 0 0 7 3

〒 9 0 0- 0 0 1 2 沖 縄 県 那 覇 市 泊 2- 2 2- 1 0

☎ 0 9 8- 8 6 7- 3 2 1 8

〒 9 0 7- 1 1 0 1 沖 縄 県 八 重 山 郡 竹 富 町 字 竹 富 4 9 9

☎ 0 9 8 0- 8 5- 2 1 5 1

〒 9 0 7- 1 5 4 1 沖 縄 県 八 重 山 郡 竹 富 町 字 上 原 8 7 0- 9 5

☎ 0 9 8 0- 8 5- 6 0 7 6

奄 美 大 島 か ら 空 路 2 0 分 の 喜 界 島 は 世 界

的 に も 希 少 な 隆 起 サ ン ゴ 礁 の 島 。 Y H か

ら 港 、 空 港 、 ス ー パ ー 、 食 堂 な ど す べ

て が 徒 歩 圏 内 で 便 利 で す 。 サ ト ウ キ ビ

の 畑 が  連 な る こ の 島 に は 、 歴 史 と 伝 説

も 豊 富 。 特 産 の フ ル ー ツ や 黒 糖 を 使 っ た

ス イ ー ツ 、 ヤ ギ 料 理 な ど グ ル メ も 楽 し み 。

2 22 2

【 お 詫 び と 訂 正 】

令 和 7 年 1 2 月 2 0 日 に 発 行 し ま し た 「 H o s t elli n g  M a g a zi n e  v ol. 4 3  2 0 2 5 

Wi n t e r 」 内 、 Y H G UI D E に 掲 載 し ま し た 木 曽 路 ふ る さ と ユ ー ス ホ ス テ ル の 掲 載 内

容 に 誤 り が あ り ま し た 。 お 詫 び し て 訂 正 い た し ま す 。

中 山 道 落 合 の 石 畳 ま で 徒 歩 1 0 分 、 馬 籠 ま で は 約 3 k m 。 歴 史 好 き の 方 、

中 山 道 を の ん び り 旅 し た い 方 に 最 適 で す 。 ど こ か 懐 か し さ を 感 じ る 木 造

の Y H は 恵 那 山 を 望 む 南 斜 面 に 建 ち 、 夕 陽 や 夜 景 も と て も き れ い で す 。

美 し い 景 色 と お い し い 食 事 で お く つ ろ ぎ く だ さ い 。

木 曽 路 ふ る さ と ユ ー ス ホ ス テ ル

恵 那 山 の 展 望 と 中 山 道 の 旅 が 楽 し め ま す

〒 5 0 8- 0 0 0 6 岐 阜 県 中 津 川 市 落 合 1 9 2 1

☎ 0 5 7 3- 6 9- 5 1 2 8

令  和 8  年 2 月 1 0 日

一  般  財  団  法  人 日 本  ユ ー ス  ホ  ス テ ル  協  会



2 3

京 都

奈 良

和 歌 山

大 阪

兵 庫岡 山

鳥 取

香 川

徳 島

島 根

広 島

山 口

高 知
愛 媛福 岡

大 分

宮 崎

鹿 児 島

熊 本

佐 賀

長 崎

沖 縄

北 大 東 島

南 大 東 島

宮 古 島

多 良 間 島
石 垣 島

西 表 島

与 那 国 島

シ テ ィ フ ロ ン ト 春 海 ユ ー ス ホ ス テ ル

い る も て 荘 ユ ー ス ホ ス テ ル

有 田 オ レ ン ジ ユ ー ス ホ ス テ ル

倉 敷 ユ ー ス ホ ス テ ル

自 然 の 森 M ．G ． ユ ー ス ホ ス テ ル

広 島 西 条 駅 前
ユ ー ス ホ ス テ ル

萩 ユ ー ス ホ ス テ ル宇  部 と き わ 湖  畔 ユ ー ス ホ ス テ ル

下 関 市 火 の 山
ユ ー ス ホ ス テ ル 海 峡 の 風

徳 島 ユ ー ス ホ ス テ ル
阿 波 池 田
ユ ー ス ホ ス テ ル

小  豆  島 オ リ ー ブ ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス ホ ス テ ル
新 長 谷 寺

松 山( 神 泉 園)
ユ ー ス ホ ス テ ル

高 知 ユ ー ス ホ ス テ ル

武 雄 温 泉 ユ ー ス ホ ス テ ル

阿 蘇 く じ ゅ う 高 原
ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス ホ ス テ ル
村 田 家 旅 館

ユ ー ス ピ ア  熊  本
ユ ー ス ホ ス テ ル

別 府 湯 け む り の 丘
ユ ー ス ホ ス テ ル

湯 布 院 カ ン ト リ ー ロ ー ド
ユ ー ス ホ ス テ ル

湯 の 里 ユ ー ス ホ ス テ ル

錦 江 湾 サ ウ ス ロ ー ド ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス ホ ス テ ル Ki k ai

加 計 呂 麻 ユ ー ス ホ ス テ ル

エ ナ ジ ッ ク 沖 縄 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス ホ ス テ ル 高 那 旅 館
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